
１ 計画作成の沿革

定

２ 目的
本質的価値の確実な保存と次世代への継承
保存、活用、整備、運営・体制について基本方針の明示

３ 対象範囲
・対象範囲は国史跡指定範囲（第３章 地区区分赤線）
・三ノ丸の埋蔵文化財包蔵地及び城下町範囲は、保存活用の取り組み等を検討対象とする

４ 計画期間
・令和８年度から令和17年度の10年間
５ 他計画との関係

１ 山形城跡の本質的価値(※３)
（１）近世初頭の最上氏時代の城郭としての価値
（２）近世前期以降の改修した城郭としての価値
(※３)本質的価値…国指定の史跡としての価値

２ 本質的価値に準ずる価値
（１）近代における城跡利用としての価値

３ 地区区分
本丸地区 本丸堀土塁跡と堀跡までの範囲
二ノ丸地区 本丸地区除く二ノ丸堀土塁跡と堀跡までの範囲
三ノ丸堀土塁地区 三ノ丸南東部の史跡指定地内
三ノ丸指定地外 三ノ丸堀を含む範囲のうち指定地を除く範囲内
城下町 城下町の範囲

４ 価値の構成要素
（１）本質的価値を構成する要素

・地上に表出している遺構 堀・土塁・石垣等
・地下に埋蔵されている遺構

発掘調査で検出される礎石や堀・柱穴等
（２）本質的価値に準ずる価値を構成する諸要素

・近代の歴史を伝える要素
日露戦争戦勝記念で植樹された樹木、陸軍時代の記念碑等

（３）その他の要素
・史跡の保存活用に有効な諸要素

二ノ丸東大手門などの復元建造物、トイレ等便益施設、
                 管理事務所・駐車場等

・史跡の保存活用に有効でない諸要素
体育施設・文化施設、外来の植物等

（４）周辺を構成する要素
・史跡の周辺における本質的価値に関連する諸要素

三ノ丸指定地を除く三ノ丸埋蔵文化財包蔵地等

史跡山形城跡保存活用計画 概要版

第１章 計画作成の沿革・目的 第２章 山形城の概要 第３章 史跡山形城跡の本質的価値と構成要素

１ 史跡指定の沿革
指定名称 山形城跡
指定箇所 本丸及び 二ノ丸

昭和61年(1986)５月28日
追加指定 三ノ丸跡の一部

昭和62年(1987)７月９日
             
２ 山形城の歴史的変遷

(※)近世初頭 …天正18年(1590)～元和８年(1622)
(※２)近世前期以降…元和８年(1622)～明治元年(1868)

Ａ

Ｂ

Ｃ

２大ビジョンの一つに「文化創造都市」を掲げており、また、当該計画の19
の政策分野の中に「文化」を位置づけ、当該施策を推進するための具体的な取組
として、「中心市街地において歴史文化的重要性と立地を活かした霞城公園の整
備」や、「文化財の効果的な保存・活用」に取り組むこととしている。

金箔瓦

二ノ丸東大手門

地区区分図
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霞城公園整備計画書
（昭和59年11月）

（整備） （保存）

霞城公園整備計画の変更
（平成19年度）

近世初頭（最上
氏時代）の遺構
が多数発見。

霞城公園
整備計画改定
（令和８～９年
度予定）

史跡山形城跡
保存活用計画

区分 和暦 西暦 事項

中
世 延文２ 1357 斯波兼頼により築城されたと伝わる

近
世
初
頭(

※
)

天正18 1590
豊臣秀吉の奥羽仕置により、最上義光が豊臣政権の大
名となる

文禄２ 1593

最上義光が家臣に山形城改修を指示

このころ大規模な改修が行われる

石垣・礎石建物・瓦葺屋根の出現

本丸御殿跡から大量の金箔瓦と礎石建物検出

慶長５ 1600 関ヶ原合戦以後、三ノ丸を普請

元和８ 1622 最上氏改易となる

近
世
前
期
以
降(※

２)

元和８ 1622 鳥居忠政が入部し、本丸・二ノ丸を大改修する

元禄13 1700
堀田氏が城主となる（～1746年）

このころから赤瓦が使用される

明和元 1764 幕府直轄領となる（～1767年）

明和４ 1767
秋元氏入部、三ノ丸に新御殿建設

本丸は表向きの部分を除き解体縮小

弘化２ 1845 水野氏入部（最後の藩主）

安政４ 1857
本丸から安政４年銘のある石垣が出土

このころ改修を行う

近
代

明治２ 1869 山形県設置と三ノ丸新御殿の県庁利用

明治６ 1873 存城廃城令で、存城扱いとなる

明治29 1896 陸軍第八師団歩兵第32連隊設置

明治37 1897 連隊が日露戦争に出兵、帰還後、戦勝記念の桜を植樹

昭和24 1949 山形市が払い下げを受ける

保存活用計画を策定したのち、その考え方を反映
させた整備計画に改定し、整備の詳細や時期につ
いて検討を行う。

整備対象とする年代 公園整備完了時期

令和15年度までに変更

平成27年度まで
堀田氏時代
(近世前期以降)

山形城跡
保存管理計画
（平成24年３月）

山形市文化財保存活用地域計画

山形県文化財
保存活用大綱

山形市発展計画２０３０

関連する各種計画
山形市文化創造都市推進基本計画
山形市中心市街地活性化基本計画
山形市観光基本計画
山形市景観計画
山形市教育振興基本計画 等

勘
案

文化財保護法

根
拠
法

山形市基本構想

史跡山形城跡
保存活用計画

連携

霞城公園
整備計画
(改定予定)

整合

山形市発展計画２０３０（引用）

計画等名称

最上氏時代（近世初頭）
堀田氏時代（近世前期以降）

本丸一文字大手門

本丸御殿跡

【近世初頭】1590年～1622年

【近世前期以降】1622年～1868年

整
合

三ノ丸指定地



第４章 第５章 第６章～第９章 第１０章

課題 大綱 基本方針 方向性 方法
R８～
11

R12
～15

R16～

保
存

・史跡公園としての整備に向けた方向性が未整理
・覆屋設置を含めた地下遺構の確実な保存が必要
・発掘調査成果の保護対策が必要
・二ノ丸土塁の遺構保護が必要
・石垣及び土塁に対する樹木の影響確認が必要
・二ノ丸堀の水質保全対策が必要
・保存活用に有効でない公共施設等の移転・撤去
等が必要

近
世
初
頭
に
最
上
家
が
築
い
た
城
郭
の
姿
と
、
近
世
前
期
以
降
に
大
改
修
さ
れ
た
城
の
姿
の
重
層
性
を
確
実
に
保
存
し
、

城
下
町
と
一
体
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
感
じ
る
賑
わ
い
と
憩
い
の
場
を
創
出
す
る
。

本質的価値構成諸要素の保存
本質的価値に準ずる価値の構成要素が本質的価値
と重複する場合は、本質的価値を優先する

現状変更基準明確化による本質的価値の保存 現状変更の基準・手続の整理【拡充】

指定範囲区域の確実な保存
遺構を露出展示して保護するための覆屋等の整備検討【新規】

保存活用に有効でない公共施設等の移転・撤去

日常観察の実施による適切な維持管理

日常観察によるき損の早期発見と応急措置実施及び復旧工事実施【拡充】

保存活用に有効な諸要素の維持と改修

二ノ丸堀の水質の維持・定期清掃並びに対策検討【拡充】

・発掘調査による遺構等の把握が更に必要

調査研究の継続 調査研究による本質的価値の明確化 計画的な発掘調査と歴史資料調査・顕在化した石垣の経過観察及び石垣カルテ作成
が必要

・防災・防犯の見直しが必要

・歴史的景観を伝える有用樹の実態把握が不足
・近代のサクラの価値と、本質的価値である
近世城郭としての整備計画との整合性の
検討が不足

石垣や復元建造物の安全性の確保と防災・防犯対
策の強化

石垣カルテの作成 石垣カルテによる現状把握と防災対策【新規】

復元建造物の適切な維持管理

消防設備の保守点検継続

公園及び復元建造物の防犯対策強化

復元建造物の計画的かつ適切な点検・診断・修繕及び改修

樹木等の適切な維持管理
本質的価値及び本質的価値に準じる価値を構成する樹木の保全

近代の景観を構成するサクラのほか樹木の保全【拡充】

近世の景観を構成する樹木保全【拡充】

地表に露出している遺構を優先した植生管理 植栽の日常点検と植生管理

活
用

・史跡指定地内未公開地区の公開に向けた整備
実施の検討

史跡指定地全域の公開 指定地内の完全公開を目指す
未公開地区の整備促進【新規】

本丸御殿跡の最上氏時代遺構群の公開活用の検討【新規】

・情報発信の更なる追加・更新
・調査研究の推進に伴う情報発信と媒体構築
の検討

調査研究成果の公開及び積極的な発信 調査研究成果に基づく山形城跡の本質的価値の顕在化と積極的な活用
の検討

発掘調査現地説明会の開催

二ノ丸東大手門等関連施設での公開実施継続

印刷物・デジタルコンテンツでの発信と、既存AR・VRの効果的活用

・既存ガイダンス機能の不足 ガイダンス機能の強化 ガイダンス機能強化及び園路・各サイン整備の実施
山形城跡のガイダンス施設集約・機能分担及び便益施設整備の検討【新規】

解説版をはじめ各サイン設備の更新

・史跡指定地外の山形城関連の文化財や、
歴史性を加味した活用策の不足

・教育分野との連携強化の不足
三ノ丸及び城下町関連遺産と本質的価値との連携

観光イベント等活用と、指定地内外の三ノ丸・城下町を連携した活用
策の検討 印刷物・デジタルコンテンツでの発信と、既存AR・VRの効果的活用（再掲）

教育分野と連携し山形城跡の本質的価値の理解深化 学校教育及び社会教育とニーズに応じた体験プログラム開発【新規】

まちづくり拠点及び観光資源として活用策の不足 まちづくり拠点及び観光資源としての積極的活用 観桜会等観光イベント会場としての活用 観光イベント会場としての活用拡充検討【拡充】

整
備

・整備計画と現状の齟齬が未整理
・石垣・土塁等の劣化対策が必要
・二ノ丸の本質的価値の顕在化に向けた
未整備区域の解消が必要

・検出遺構の保存及び有効活用の方法に
ついて検討が必要

【保存のための整備】
調査研究に基づく本質的価値を維持するための整
備の実施

本質的価値及び準ずる価値の維持目的の整備
地表・遺構保護に配慮した植栽整備の実施

石垣危険個所へ適切な修理の検討

・本質的価値維持を優先した安全確保を検討
・本計画に則した「霞城公園整備計画」の改定

二ノ丸土塁の石垣等修理・維持継続と、遺構に配慮した整備実施

・調査研究による本質的価値を伝える整備
・本質的価値顕在化と公開活用目的の整備

二ノ丸地区の土塁石垣・礎石修理及び維持と、遺構に配慮した整備実施

広域避難場所等の機能整備検討 復元建造物の消防設備点検継続

【活用のための整備】
調査研究に基づく本質的価値を活かした整備の実
施

本質的価値及び準ずる価値の維持目的の整備
本丸及び二ノ丸地区の本質的価値の整備【拡充】

三の丸地区の今後の整備検討

・本質的価値維持を優先した安全確保を検討
・本計画に則した「霞城公園整備計画」の改定

本丸地区における堀・土塁の復元継続

本丸御殿跡における最上氏時代遺構の整備検討【新規】

・調査研究による本質的価値を伝える整備
・本質的価値顕在化と公開活用目的の整備

本丸地区は調査研究に基づく堀土塁復元整備を継続

本質的価値を解説するガイダンス施設の整備【新規】

地表・遺構保護に配慮した植栽整備の実施(再掲)

公園施設のユニバーサルデザイン化が必要 ユニバーサルデザイン化への配慮 多様な人々の利用に配慮した公園施設のユニバーサルデザインの推進 ユニバーサルデザインを取り入れた公園施設の整備【新規】

防災機能の充実 広域避難場所等の機能整備検討 災害発生時に備えた避難場所機能整備の検討【拡充】広域避難場所としての機能の強化が必要

市民の憩いの場の創出につながる整備が必要 市民の憩いの場の充実

歴史的景観に配慮した市民の憩いの場としての整備歴史的景観に配慮し
た整備 景観と調和した照明設置による夜間ライトアップ景観の創出【拡充】

歴史的景観に配慮した整備 憩いの場並びに健康増進の場となる緑地や休憩施設等の整備検討

運
営
・
体
制

庁内関係部課の運営体制維持が必要 庁内関係各部課と連携 観光・まちづくり・教育等関連部署との連携強化 観光・防災・まちづくり・教育等関連部課との連携体制構築【拡充】

庁外関係組織との連携強化が必要

民間団体、教育機関との連携 文化財関係機関ほか防災・観光・学校・市民団体等と連携した効果的
運営・体制整備

山形市観光協会等との協働体制構築【拡充】

史跡関連施設の運営と維持管理に民間活力の導入を検討【新規】

有識者組織維持との連携 保存活用推進のための有識者組織の維持 活用整備に係る有識者体制の維持

大学等研究機関との連携継続 有識者会議との連携継続

国・県との連携体制維持が必要 文化庁・山形県との連携 国・県との連携継続 文化庁・県との連絡・情報共有継続
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第11章 経過観察

１ 方向性 前章までの取り組みを将来に向けて継続的に実施するため、経過観察を行う
２ 方法 （１）自己点検 →（２）外部への報告、意見聴取 →（３）事務局での検討 →（４）改善
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